
日本の近代音楽の基礎を作った

作曲家・音楽理論家・音楽教育家として
生涯を音楽に捧げた偉人
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明治31年（1898年）  ●3月31日、埼玉県原道村大字砂原75
（現・加須市）に父吉之丞、母ふさの二男
として生まれる。

明治45年（1912年） 14歳 ●3月、栗橋尋常高等小学校を卒業　
  ●4月、埼玉県師範学校に入学
大正 6年（1917年） 19歳 ●3月、埼玉師範学校本科一部を卒業 　

（現・埼玉大学）
  ●4月、東京音楽学校師範科に入学（現・

東京藝術大学）
大正 9年（1920年） 22歳 ●3月、東京音楽学校を首席で卒業。記念

奨学賞を受ける
  ●4月、長岡女子師範学校に赴任。
大正10年（1921年） 23歳 ●1月、飯尾千代子と結婚。
  ●9月、秋田県立秋田高等女学校へ転任。

秋田県師範学校付属小学校でも教鞭
をとる。この地で新居を構えた。

大正13年（1924年） 26歳 ●9月、栃木師範学校に転任。千代子夫人
が病気がちのため伸枝と改名。下總も
覚三改め、皖一を名乗る。本格的に作
曲に取り組む。

昭和 2年（1927年） 29歳 ●4月、上京。居住を牛込喜久井町に移す。

昭和 7年（1932年） 34歳 ●3月21日、文部省在外研究員として、作
曲法研究のため渡独。ベルリンの国立
ホッホシューレに入学。パウル・ヒンデミッ
ト教授に師事。

昭和 9年（1934年） 36歳 ●9月3日、滞独2年の留学生活を終えて神
戸港に帰着。東京音楽学校教師となる。
12月、教授となる。

昭和10年（1935年） 37歳 ●曲・三味線協奏曲、著・和声学
昭和13年（1938年） 40歳 ●曲・箏独奏のためのソナタ、著・作曲法
昭和15年（1940年） 42歳 ●文部省教科書編集委員となる。
昭和16年（1941年） 43歳 ●9月、品川区上大崎に転居
昭和17年（1942年） 44歳 ●3月、東京音楽学校教授となる。
昭和19年（1944年） 46歳 ●著・日本音階の話
昭和25年（1950年） 52歳 ●下總皖一混声合唱曲集10巻の出版始まる。
昭和30年（1955年） 57歳 ●11月、文部省教科調査委員となる。
昭和31年（1956年） 58歳 ●10月、東京芸術大学音楽学部長となる。
昭和33年（1958年） 60歳 ●1月、東京国立文化財研究所芸能部長

となる。11月、文部省視学委員となる。
昭和34年（1959年） 61歳 ●6月1日、東京芸術大学音楽学部長を辞

任。教授として逝去まで同大学に在籍
昭和37年（1962年） 64歳 ●7月8日、永眠

下總皖一 年譜
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　下總皖一は、明治31年3月31日、現在の加須市

（旧大利根町）に、父吉之丞、母ふさの二男として

生まれました。

　本名を覚三といい、幼いころは豊かな自然の恵

みと、父親の文学好きの血筋を受け継いで、多感

な少年時代を田園地帯で過ごしました。

　また、父親が校長先生だった尋常高等小学校

に入学しました。この時、学校にあったベビーオル

ガンを弾き大変喜びました。

　これが皖一と音楽との出会いです。
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　東京音楽学校に入学した下總皖一は、あまり

目立たない学生でしたが、じっくり丁寧にねばり

強く勉強を続け、首席で卒業しました。同時に記念

奨学賞も受賞しました。

　昭和７年、文部省在外研究員としてドイツに渡り、

ドイツの優秀な人でも入学が困難な国立高等音楽

学校ホッホシューレに入学し、世界的に有名なパ

ウル・ヒンデミット教授に師事しました。

　ドイツでは新しい作曲の知識をどんどん吸収す

る一方、「日本人の自分にしか表現できない作曲」

をしたいとの思いを徐々に強くしました。
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　昭和９年（１９３４年）ドイツ留学から帰って、翌10

年に著した理論書「和声学」は、ドイツでの恩師パ

ウル･ヒンデミットから激賞されました。その後次 と々

理論書を著し、「作曲法」「日本音階の話」「作曲

法入門」「楽典」「音楽理論」「対位法」など日本の

近代音楽の基礎を作ったとされています。

　「和声学の神様」とまで言われました。

　また、昭和３１年（１９５６年）には、東京芸術大学

の学部長になり、日本の音楽教育の頂点に立ちま

した。
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　下總皖一が作曲した校歌は全国の４０都道府県

で歌われ今も引き継がれています。なお、下總皖一

が作曲した校歌は５００曲以上と言われています。

　なお、埼玉県で作曲した校歌は出身校の原道

小学校（旧原道尋常小学校）や埼玉大学教育学

部附属小学校など９０曲にも上ります。
※別のパネルに下總皖一埼玉県校歌マップがあります。
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　とても几帳面な生活ぶりでした。

　時間には厳しく、遅刻は許さ

なかったそうです。

　芸大の教授時代に学生た

ちから「ガッチャン」というあだ

名をつけられています。

　あだ名の由来は、授業の

ベルが鳴ると文字通りドアを

「ガッチャン!」と閉めたから

だったかもしれませんね。

　日記には天候と、野菜の栽

培･収穫の記録が事細かに書

いてあります。

　カボチャ･エンドー豆･ソラ豆･

白菜･ホウレン草･カラシ菜･タカ

菜･ソバ･玉ねぎ･カブなど、農家

顔負けです。　

　手間のかかる農作業が、芸

大の仕事が忙しい時期に盛ん

に行われていることに驚きます。
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　旅行の時は「作曲ノート」と

「みかん」を決して忘れなかっ

たそうです。

　時には、みかんを２０個も

持っていき、みんなにすすめ

自分でもとてもおいしそうに食

べました。

　芸大の学生がみかん狩りの

旅行を企画した時は、喜んで

参加したそうです。
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協力 ： 中島 睦雄（文章・監修）、中島 由起子（イラスト）、加須市教育委員会（写真）
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